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方法論 EN-S-40(ver.1.0)  
ポルトランドセメント配合量の少ないコンクリートの打設 

方法論番号 EN-S-40 Ver.1.0 
方法論名称 ポルトランドセメント配合量の少ないコンクリートの打設 

 
＜方法論の対象＞ 

 本方法論は、建築物において産業副産物（高炉スラグ等）等の配合率を高めたコンクリートを

打設することによりポルトランドセメントの使用量を削減する排出削減活動を対象とするもの

である。 
 

１．適用条件 

本方法論は、次の条件の全てを満たす場合に適用することができる。 
 条件 1：建築基準法第六条第一項の規定により確認済証の交付を受けた建築物の建築において、
ベースラインのコンクリートよりも少量のポルトランドセメント（混合セメント含有分を含む）

を使用したコンクリートを打設すること。 
 条件 2：打設するコンクリートの全部又は一部の呼び強度が、JIS A 5308「レディーミクストコ
ンクリート」の定める 18から 60の範囲内であること。 

 条件 3：打設するコンクリートは JIS A 5308「レディーミクストコンクリート」の認証を受け
た事業者から調達すること。 

 条件 4：打設するコンクリートの原材料は全て国内で生産されたものであること。 
 

＜適用条件の説明＞ 
条件 1： 
ベースラインのコンクリートにおいて原材料として使用されるポルトランドセメントの量は、プロジ

ェクトと同体積かつ同仕様のコンクリートを、ベースラインのセメント種別利用率及びセメント配合量

で混練することを想定して算出する。ベースラインのセメント種別利用率は下表の通り仮定する。同じ

くセメント配合量は、プロジェクトにおけるポルトランドセメント調達先事業者が所属する生コンクリ

ート協同組合等による標準配合表に基づき、コンクリートの仕様に応じた量を適用する。コンクリート

の仕様とは、①コンクリート種類（普通コンクリート、軽量コンクリートあるいは高強度コンクリート）

②呼び強度③スランプ④粗骨材の最大寸法――の 4項目から規定されるものとする。 
 建築物の基礎・地下構造部 建築物の上部構造部 

セメント種別利用率 
ポルトランドセメント 80％ 
高炉セメント B種 20％ 

ポルトランドセメント 100％ 

条件 2： 
 呼び強度が 18から 60の範囲を外れるコンクリートをプロジェクトの建築物の一部で打設することは
問題ないが、そのようなコンクリートに係る排出削減量は計算対象としない。 
条件 3： 
プロジェクトにおけるコンクリートの配合のモニタリングは配合設計書に拠って行うことに鑑み、実

際の配合が配合設計書に（一定の許容誤差の範囲内で）準じていることを担保するため、プロジェクト

で打設するコンクリートの調達先は JIS認証を受けた事業者に限定する。 

資料１ 
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2．排出削減量の算定 

 

=  −  
（式 1） 

記号 定義 単位 

ER 排出削減量 tCO2 
EMBL ベースライン排出量 tCO2 
EMPJ プロジェクト排出量 tCO2 

 
＜排出削減量の算定で考慮すべき温室効果ガス排出活動＞ 

項 排出活動 
温室効果

ガス 
説明 

ベースライン 
排出量 

コンクリートの 

打設 
CO2 

【主要排出活動】 

ベースラインのコンクリートの打設に伴う、コンクリートの材料

であるポルトランドセメント及び高炉セメント B種を製造する

際の化石燃料等の使用及び化学反応による排出量 

ポルトランドセ

メントの運搬 
CO2 

【付随的な排出活動】 

プロジェクトのポルトランドセメント運搬と同条件下でのポル

トランドセメント運搬に伴う化石燃料の使用による排出量 

高炉セメント 
B種の運搬 CO2 

【付随的な排出活動】 

プロジェクトのポルトランドセメント運搬と同条件下での高炉

セメント B種の運搬に伴う化石燃料の使用による排出量 

プロジェクト 
排出量 

コンクリートの 
打設 CO2 

【主要排出活動】 

プロジェクトにおけるコンクリートの打設に伴う、コンクリート

の原材料のうちポルトランドセメント、コンクリート用高炉スラ

グ微粉末、コンクリート用フライアッシュ、石灰石微粉末又はそ

の他の混和材を製造・加工する際の化石燃料又は電力の使用及び

化学反応による排出量 

ポルトランドセ

メント（混合セ

メント含有分を

含む）の運搬 

CO2 

【付随的な排出活動】 

ポルトランドセメントを製造した場所からコンクリート混練に

使用した場所までの運搬に伴う化石燃料の使用による排出量 

コンクリート用

高炉スラグ微粉

末（混合セメン

ト含有分を含

む）の運搬 

CO2 

【付随的な排出活動】 

コンクリート用高炉スラグ微粉末を製造した場所からコンクリ

ート混練に使用した場所まで運搬したことに伴う化石燃料の使

用による排出量 

コンクリート用

フライアッシュ

（混合セメント

含有分を含む）

CO2 

【付随的な排出活動】 

コンクリート用フライアッシュを製造した場所からコンクリー

ト混練に使用した場所まで運搬したことに伴う化石燃料の使用
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の運搬 による排出量 

石灰石微粉末

（混合セメント

含有分を含む）

の運搬 

CO2 

【付随的な排出活動】 

石灰石微粉末を製造した場所からコンクリート混練に使用した

場所まで運搬したことに伴う化石燃料の使用による排出量 

その他の混和材

（混合セメント

含有分を含む）

の運搬 

CO2 

【付随的な排出活動】 

その他の混和材を製造した場所からコンクリート混練に使用し

た場所まで運搬したことに伴う化石燃料の使用による排出量 
 

 

3．プロジェクト排出量の算定 

 

=  , + ,  
（式 2） 

記号 定義 単位 

EMPJ プロジェクト排出量 tCO2 
EMPJ,M プロジェクトの主要排出量 tCO2 
EMPJ,S プロジェクトの付随的な排出量 tCO2 

 
A）主要排出活動 

, =  , , + , ,  
（式 3） 

記号 定義 単位 

EMPJ,M プロジェクトの主要排出量 tCO2 
EMPJ,M,sub プロジェクト建築物の基礎・地下構造部に係る主要排出量 tCO2 

EMPJ,M,super プロジェクト建築物の上部構造部に係る主要排出量 tCO2 
 
A-a）プロジェクト建築物の基礎・地下構造部に係る主要排出量 

, , =  , , , , + , , , , + , , , , + , , , ,
+ , , , ,  

（式 4） 
記号 定義 単位 

EMPJ,M,sub プロジェクト建築物の基礎・地下構造部に係る主要排出量 tCO2 
EMPJ,M,sub,i,cement プロジェクト建築物の基礎・地下構造部で打設する仕様 iのコンクリートに使用す

る原材料のうちポルトランドセメントの製造における排出量 

tCO2 

EMPJ,M,sub,i,slag プロジェクト建築物の基礎・地下構造部で打設する仕様 iのコンクリートに使用す

る原材料のうちコンクリート用高炉スラグ微粉末の製造における排出量 

tCO2 
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EMPJ,M,sub,i,flyash プロジェクト建築物の基礎・地下構造部で打設する仕様 iのコンクリートに使用す

る原材料のうちコンクリート用フライアッシュの製造における排出量 

tCO2 

EMPJ,M,sub,i,lime プロジェクト建築物の基礎・地下構造部で打設する仕様 iのコンクリートに使用す

る原材料のうち石灰石微粉末の製造における排出量 

tCO2 

EMPJ,M,sub,i,admixture プロジェクト建築物の基礎・地下構造部で打設する仕様 iのコンクリートに使用す

る原材料のうちその他の混和材の製造における排出量 

tCO2 

 
A-a-1）プロジェクト建築物の基礎・地下構造部で打設するコンクリートに使用するポルトランドセメン
トの製造における排出量 

, , , , = , , , ×  
（式 5） 

記号 定義 単位 

EMPJ,M,sub,i,cement プロジェクト建築物の基礎・地下構造部で打設する仕様 iのコンクリートに使用す

る原材料のうちポルトランドセメントの製造における排出量 

tCO2 

QPJ,sub,i,cement プロジェクト建築物の基礎・地下構造部で打設する仕様 iのコンクリートに使用す

る原材料のうちポルトランドセメントの使用量 

t 

CEFcement ポルトランドセメントの製造に係る CO2排出係数 tCO2/t 
 
A-a-2）プロジェクト建築物の基礎・地下構造部で打設するコンクリートに使用するコンクリート用高炉
スラグ微粉末の製造における排出量 

, , , , = , , , ×  
（式 6） 

記号 定義 単位 

EMPJ,M,sub,i,slag プロジェクト建築物の基礎・地下構造部で打設する仕様 iのコンクリートに使用す

る原材料のうちコンクリート用高炉スラグ微粉末の製造における排出量 

tCO2 

QPJ,sub,i,slag プロジェクト建築物の基礎・地下構造部で打設する仕様 iのコンクリートに使用す

る原材料のうちコンクリート用高炉スラグ微粉末の使用量 

t 

CEFslag コンクリート用高炉スラグ微粉末の製造に係る CO2排出係数 tCO2/t 
 
A-a-3）プロジェクト建築物の基礎・地下構造部で打設するコンクリートに使用するコンクリート用フラ
イアッシュの製造における排出量 

, , , , = , , , ×  
（式 7） 

記号 定義 単位 

EMPJ,M,sub,i,flyash プロジェクト建築物の基礎・地下構造部で打設する仕様 iのコンクリートに使用す

る原材料のうちコンクリート用フライアッシュの製造における排出量 

tCO2 
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QPJ,sub,i,flyash プロジェクト建築物の基礎・地下構造部で打設する仕様 iのコンクリートに使用す

る原材料のうちコンクリート用フライアッシュの使用量 

t 

CEFflyash コンクリート用フライアッシュの製造に係る CO2排出係数 tCO2/t 
 
A-a-4）プロジェクト建築物の基礎・地下構造部で打設するコンクリートに使用する石灰石微粉末の製造
における排出量 

, , , , = , , , ×  
（式 8） 

記号 定義 単位 

EMPJ,M,sub,i,lime プロジェクト建築物の基礎・地下構造部で打設する仕様 iのコンクリートに使用す

る原材料のうち石灰石微粉末の製造における排出量 

tCO2 

QPJ,sub,i,lime プロジェクト建築物の基礎・地下構造部で打設する仕様 iのコンクリートに使用す

る原材料のうち石灰石微粉末の使用量 

t 

CEFlime 石灰石微粉末の製造に係る CO2排出係数 tCO2/t 
 
A-a-5）プロジェクト建築物の基礎・地下構造部で打設するコンクリートに使用するその他の混和材の製
造における排出量 

, , , , = , , , × , , , × , , ,+ , , , × + , , , ,  
（式 9） 

記号 定義 単位 

EMPJ,M,sub,i,admixture プロジェクト建築物の基礎・地下構造部で打設する仕様 iのコンクリートに使

用する原材料のうちその他の混和材の製造における排出量 

tCO2 

FPJ,sub,i,admixture プロジェクト建築物の基礎・地下構造部で打設する仕様 iのコンクリートに使

用する原材料のうちその他の混和材の製造における燃料使用量 

kL 

HV PJ,sub,i,admixture プロジェクト建築物の基礎・地下構造部で打設する仕様 iのコンクリートに使

用する原材料のうちその他の混和材の製造に使用した燃料の単位発熱量 

GJ/kL 

CEF PJ,sub,i,admixture プロジェクト建築物の基礎・地下構造部で打設する仕様 iのコンクリートに使

用する原材料のうちその他の混和材の製造に使用した燃料の CO2排出係数 

tCO2/GJ 

ELPJ,sub,i,admixture プロジェクト建築物の基礎・地下構造部で打設する仕様 iのコンクリートに使

用する原材料のうちその他の混和材の製造における電力使用量 

kWh 

CEFelectricity 電力の CO2排出係数 tCO2/kWh 
EMPJ,chemigal,sub,i,admixture プロジェクト建築物の基礎・地下構造部で打設する仕様 iのコンクリートに使

用する原材料のうちその他の混和材の製造における化学反応による排出量 

tCO2 

 
A-b）プロジェクト建築物の地上構造部に係る主要排出量 
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, ,
=  , , , , + , , , , + , , , ,
+ , , , , + , , , ,  

（式 10） 
記号 定義 単位 

EMPJ,M,super プロジェクト建築物の地上構造部に係る主要排出量 tCO2 

EMPJ,M,super,j,cement プロジェクト建築物の地上構造部で打設する仕様 jのコンクリートに使用する原材

料のうちポルトランドセメントの製造における排出量 

tCO2 

EMPJ,M,super,j,slag プロジェクト建築物の地上構造部で打設する仕様 jのコンクリートに使用する原材

料のうちコンクリート用高炉スラグ微粉末の製造における排出量 

tCO2 

EMPJ,M,super,j,flyash プロジェクト建築物の地上構造部で打設する仕様 jのコンクリートに使用する原材

料のうちコンクリート用フライアッシュの製造における排出量 

tCO2 

EMPJ,M,super,j,lime プロジェクト建築物の地上構造部で打設する仕様 jのコンクリートに使用する原材

料のうち石灰石微粉末の製造における排出量 

tCO2 

EMPJ,M,super,j,admixture プロジェクト建築物の地上構造部で打設する仕様 jのコンクリートに使用する原材

料のうちその他の混和材の製造における排出量 

tCO2 

 

A-b-1）プロジェクト建築物の上部構造部で打設するコンクリートに使用するポルトランドセメントの製
造における排出量 

, , , , = , , , ×  
（式 11） 

記号 定義 単位 

EMPJ,M,super,j,cement プロジェクト建築物の上部構造部で打設する仕様 jのコンクリートに使用する原材

料のうちポルトランドセメントの製造における排出量 

tCO2 

QPJ,super,j,cement プロジェクト建築物の上部構造部で打設する仕様 jのコンクリートに使用する原材

料のうちポルトランドセメントの使用量 

t 

CEFcement ポルトランドセメントの製造に係る CO2排出係数 tCO2/t 
 
A-b-2）プロジェクト建築物の上部構造部で打設するコンクリートに使用するコンクリート用高炉スラグ
微粉末の製造における排出量 

, , , , = , , , ×  
（式 12） 

記号 定義 単位 

EMPJ,M,super,j,slag プロジェクト建築物の上部構造部で打設する仕様 jのコンクリートに使用する原材

料のうちコンクリート用高炉スラグ微粉末の製造における排出量 

tCO2 
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QPJ,super,j,slag プロジェクト建築物の上部構造部で打設する仕様 jのコンクリートに使用する原材

料のうちコンクリート用高炉スラグ微粉末の使用量 

t 

CEFslag コンクリート用高炉スラグ微粉末の製造に係る CO2排出係数 tCO2/t 
 
A-b-3）プロジェクト建築物の上部構造部で打設するコンクリートに使用するコンクリート用フライアッ
シュの製造における排出量 

, , , , = , , , ×  
（式 13） 

記号 定義 単位 

EMPJ,M,super,j,flyash プロジェクト建築物の上部構造部で打設する仕様 jのコンクリートに使用する原材

料のうちコンクリート用フライアッシュの製造における排出量 

tCO2 

QPJ,super,j,flyash プロジェクト建築物の上部構造部で打設する仕様 jのコンクリートに使用する原材

料のうちコンクリート用フライアッシュの使用量 

t 

CEFflyash コンクリート用フライアッシュの製造に係る CO2排出係数 tCO2/t 
 
A-b-4）プロジェクト建築物の上部構造部で打設するコンクリートに使用する石灰石微粉末の製造におけ
る排出量 

, , , , = , , , ×  
（式 14） 

記号 定義 単位 

EMPJ,M,super,j,lime プロジェクト建築物の上部構造部で打設する仕様 jのコンクリートに使用する原材

料のうち石灰石微粉末の製造における排出量 

tCO2 

QPJ,super,j,lime プロジェクト建築物の上部構造部で打設する仕様 jのコンクリートに使用する原材

料のうち石灰石微粉末の使用量 

t 

CEFlime 石灰石微粉末の製造に係る CO2排出係数 tCO2/t 
 
A-b-5）プロジェクト建築物の上部構造部で打設するコンクリートに使用するその他の混和材の製造にお
ける排出量 

, , , , = , , , × , , , × , , ,+ , , , × + , , , ,  
（式 15） 

記号 定義 単位 

EMPJ,M,super,j,admixture プロジェクト建築物の上部構造部で打設する仕様 jのコンクリートに使用す

る原材料のうちその他の混和材の製造における排出量 

tCO2 

FPJ,super,j,admixture プロジェクト建築物の上部構造部で打設する仕様 jのコンクリートに使用す kL 
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る原材料のうちその他の混和材の製造における燃料使用量 

HV PJ,super,j,admixture プロジェクト建築物の上部構造部で打設する仕様 jのコンクリートに使用す

る原材料のうちその他の混和材の製造に使用した燃料の単位発熱量 

GJ/kL 

CEF PJ,super,j,admixture プロジェクト建築物の上部構造部で打設する仕様 jのコンクリートに使用す

る原材料のうちその他の混和材の製造に使用した燃料の CO2排出係数 

tCO2/GJ 

ELPJ,super,j,admixture プロジェクト建築物の上部構造部で打設する仕様 jのコンクリートに使用す

る原材料のうちその他の混和材の製造における電力使用量 

kWh 

CEFelectricity 電力の CO2排出係数 tCO2/kWh 
EMPJ,chemigal,super,j,admixture プロジェクト建築物の上部構造部で打設する仕様 jのコンクリートに使用す

る原材料のうちその他の混和材の製造における化学反応による排出量 

tCO2 

 
B）付随的な排出活動 

B-1）ポルトランドセメント（混合セメント含有分を含む）の運搬によるプロジェクト排出量 
B-2）コンクリート用高炉スラグ微粉末（混合セメント含有分を含む）の運搬によるプロジェクト排出量 
B-3）コンクリート用フライアッシュ（混合セメント含有分を含む）の運搬によるプロジェクト排出量 
B-4）その他の混和材（混合セメント含有分を含む）の運搬によるプロジェクト排出量 

 B-1) から B-4) の付随的な排出活動については、妥当性確認時に排出削減見込み量に対する影
響度を算定し、影響度に応じてそれぞれ以下のように取り扱う。  
① 影響度が 5％以上の場合：モニタリングを行い排出量の算定を行う。  
② 影響度 1％以上 5％未満の場合：排出量のモニタリングを省略することができる。ただし、
省略した場合は、妥当性確認時に影響度を算定し、検証時に当該影響度を排出削減量に乗

じることで当該排出量の算定を行う。 
③ 影響度が 1％未満の場合：排出量の算定を省略することができる。 

 ただし、複数のモニタリングを省略する付随的な排出活動の影響度の合計を 5％以上にしてはな 
らない（影響度の合計が 5％未満となるようにモニタリングを省略する付随的な排出活動を調整 
しなければならない）。 
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＜付随的な排出活動の算定例＞ 
 

, =  , , , + , , , + , , ,+ , , , + , , ,  
（式 16） 

記号 定義 単位 

EMPJ,S プロジェクトの付随的な排出量 tCO2 
EMPJ,S,transport,cement ポルトランドセメント（混合セメント含有分を含む）の運搬によるプロジェ

クト排出量 

tCO2 

EMPJ,S,transport,slag コンクリート用高炉スラグ微粉末（混合セメント含有分を含む）の運搬によ

るプロジェクト排出量 

tCO2 

EMPJ,S,transport,flyash コンクリート用フライアッシュ（混合セメント含有分を含む）の運搬による

プロジェクト排出量 

tCO2 

EMPJ,S,transport,lime 石灰石微粉末（混合セメント含有分を含む）の運搬によるプロジェクト排出

量 

tCO2 

EMPJ,S,transport,admixture その他の混和材（混合セメント含有分を含む）の運搬によるプロジェクト排
出量 

tCO2 

 
B-1）ポルトランドセメント（混合セメント含有分を含む）の運搬によるプロジェクト実施後排出量 

, , , =  , , × , , × , ,  
（式 17） 

記号 定義 単位 

EMPJ,S,transport,cement ポルトランドセメント（混合セメント含有分を含む）の運搬によるプロジェ

クト排出量 

tCO2 

FPJ,transport,cement プロジェクト建築物の基礎・地下構造部及び地上構造部で打設する全ての仕

様のコンクリートに使用するポルトランドセメント（混合セメント含有分を

含む）を、ポルトランドセメントを製造した場所からコンクリート混練に使

用した場所まで運搬した際の燃料使用量 

kL 

HVPJ,transport,cement 上記の運搬に使用した燃料の単位発熱量 GJ/kL 
CEFPJ,transport,cement 上記の運搬に使用した燃料の CO2排出係数 tCO2/GJ 
 ポルトランドセメント（混合セメント含有分を含む）の運搬によるプロジェクト排出量

（EMPJ,S,transport,cement）の算定に当たっては、燃費法又はトンキロ法を使用してもよい。燃費法又
はトンキロ法の詳細については「モニタリング・算定規程」の別冊を参照すること。 

 国内におけるポルトランドセメント（混合セメント含有分を含む）の貨物車両による運搬にお

いて、運搬に係る貨物車両の最大積載量が不明な場合は、当該貨物車両の最大積載量を10,000kg
としてもよい。 
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B-2）コンクリート用高炉スラグ微粉末（混合セメント含有分を含む）の運搬によるプロジェクト排出量 

, , , =  , , × , , × , ,  
（式 18） 

記号 定義 単位 

EMPJ,S,transport,slag コンクリート用高炉スラグ微粉末（混合セメント含有分を含む）の運搬によ

るプロジェクト排出量 

tCO2 

FPJ,transport,slag プロジェクト建築物の基礎・地下構造部及び地上構造部で打設する全ての仕

様のコンクリートに使用するコンクリート用高炉スラグ微粉末（混合セメン

ト含有分を含む）を、それを製造した場所からコンクリート混練に使用した

場所まで運搬した際の燃料使用量 

kL 

HVPJ,transport,slag 上記の運搬に使用した燃料の単位発熱量 GJ/kL 
CEFPJ,transport,slag 上記の運搬に使用した燃料の CO2排出係数 tCO2/GJ 

 コンクリート用高炉スラグ微粉末（混合セメント含有分を含む）の運搬によるプロジェクト排

出量（EMPJ,S,transport,slag）の算定に当たっては、燃費法又はトンキロ法を使用してもよい。燃費法
又はトンキロ法の詳細については「モニタリング・算定規程」の別冊を参照すること。 

 国内におけるコンクリート用高炉スラグ微粉末（混合セメント含有分を含む）の貨物車両によ

る運搬において、運搬に係る貨物車両の最大積載量が不明な場合は、当該貨物車両の最大積載

量を 10,000kgとしてもよい。 
 
B-3）コンクリート用フライアッシュ（混合セメント含有分を含む）の運搬によるプロジェクト排出量 

, , , =  , , × , , × , ,  
（式 19） 

記号 定義 単位 

EMPJ,S,transport,flyash コンクリート用フライアッシュ（混合セメント含有分を含む）の運搬による

プロジェクト排出量 

tCO2 

FPJ,transport,flyash プロジェクト建築物の基礎・地下構造部及び地上構造部で打設する全ての仕

様のコンクリートに使用するコンクリート用フライアッシュ（混合セメント

含有分を含む）を、それを製造した場所からコンクリート混練に使用した場

所まで運搬した際の燃料使用量 

kL 

HVPJ,transport,flyash 上記の運搬に使用した燃料の単位発熱量 GJ/kL 
CEFPJ,transport,flyash 上記の運搬に使用した燃料の CO2排出係数 tCO2/GJ 

 コンクリート用フライアッシュ（混合セメント含有分を含む）の運搬によるプロジェクト排出

量（EMPJ,S,transport,flyash）の算定に当たっては、燃費法又はトンキロ法を使用してもよい。燃費法
又はトンキロ法の詳細については「モニタリング・算定規程」の別冊を参照すること。 

 国内におけるコンクリート用フライアッシュ（混合セメント含有分を含む）の貨物車両による

運搬において、運搬に係る貨物車両の最大積載量が不明な場合は、当該貨物車両の最大積載量

を 10,000kgとしてもよい。 
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B-4）石灰石微粉末（混合セメント含有分を含む）の運搬によるプロジェクト排出量 

, , , =  , , × , , × , ,  
（式 20） 

記号 定義 単位 

EMPJ,S,transport,lime 石灰石微粉末（混合セメント含有分を含む）の運搬によるプロジェクト排出

量 

tCO2 

FPJ,transport,lime プロジェクト建築物の基礎・地下構造部及び地上構造部で打設する全ての仕

様のコンクリートに使用する石灰石微粉末（混合セメント含有分を含む）を、

それを製造した場所からコンクリート混練に使用した場所まで運搬した際

の燃料使用量 

kL 

HVPJ,transport,lime 上記の運搬に使用した燃料の単位発熱量 GJ/kL 
CEFPJ,transport,lime 上記の運搬に使用した燃料の CO2排出係数 tCO2/GJ 

 石灰石微粉末（混合セメント含有分を含む）の運搬によるプロジェクト排出量（EMPJ,S,transport,lime）
の算定に当たっては、燃費法又はトンキロ法を使用してもよい。燃費法又はトンキロ法の詳細

については「モニタリング・算定規程」の別冊を参照すること。 
 国内における石灰石微粉末（混合セメント含有分を含む）の貨物車両による運搬において、運

搬に係る貨物車両の最大積載量が不明な場合は、当該貨物車両の最大積載量を 10,000kgとして
もよい。 

 
B-5）その他の混和材（混合セメント含有分を含む）の運搬によるプロジェクト排出量 

, , ,=  , , × , , × , ,  
（式 21） 

記号 定義 単位 

EMPJ,S,transport,admixture その他の混和材（混合セメント含有分を含む）の運搬によるプロジェクト排
出量 

tCO2 

FPJ,transport,admixture プロジェクト建築物の基礎・地下構造部及び地上構造部で打設する全ての仕

様のコンクリートに使用するその他の混和材（混合セメント含有分を含む）

を、それを製造した場所からコンクリート混練に使用した場所まで運搬した

際の燃料使用量 

kL 

HVPJ,transport,admixture 上記の運搬に使用した燃料の単位発熱量 GJ/kL 
CEFPJ,transport,admixture 上記の運搬に使用した燃料の CO2排出係数 tCO2/GJ 
 その他の混和材（混合セメント含有分を含む）の運搬によるプロジェクト排出量

（EMPJ,S,transport,admixture）の算定に当たっては、燃費法又はトンキロ法を使用してもよい。燃費法
又はトンキロ法の詳細については「モニタリング・算定規程」の別冊を参照すること。 

 国内におけるその他の混和材（混合セメント含有分を含む）の貨物車両による運搬において、

運搬に係る貨物車両の最大積載量が不明な場合は、当該貨物車両の最大積載量を 10,000kgとし
てもよい。 
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4．ベースライン排出量の考え方 

 
本方法論におけるベースライン排出量は、プロジェクトと同体積かつ同仕様のコンクリートをベース

ラインのセメント種別利用率及びセメント配合量で混練・打設する場合に使用されるポルトランドセメ

ント及び高炉セメントB種を製造する過程で想定される化石燃料等の使用及び化学反応によるCO2排出
量とする。 
コンクリートが「同仕様」であるとは、①コンクリート種類（普通コンクリート、軽量コンクリート

あるいは高強度コンクリート）②呼び強度③スランプ④粗骨材の最大寸法――の 4 項目が同じであるこ
とを指す。 

 

, , , =  , , ,  
（式 22） 

記号 定義 単位 

VBL,sub,concrete,i ベースライン建築物の基礎・地下構造部で打設する仕様 iのコンクリートの体積 m3 
VPJ,sub,concrete,i プロジェクト建築物の基礎・地下構造部で打設する仕様 iのコンクリートの体積 m3 

 

, , , =  , , ,  
（式 23） 

記号 定義 単位 

VBL,super,concrete,j ベースライン建築物の地上構造部で打設する仕様 jのコンクリートの体積 m3 
VPJ,super,concrete,j プロジェクト建築物の地上構造部で打設する仕様 jのコンクリートの体積 m3 

 

５．ベースライン排出量の算定 

 

=  , + ,  
（式 24） 

記号 定義 単位 

EMBL ベースライン排出量 tCO2 
EMBL,M ベースラインの主要排出量 tCO2 
EMBL,S ベースラインの付随的な排出量 tCO2 

 
A）主要排出活動 

, =  , , + , ,  
（式 25） 

記号 定義 単位 

EMBL,M ベースラインの主要排出量 tCO2 
EMBL,M,sub ベースライン建築物の基礎・地下構造部に係る主要排出量 tCO2 
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EMBL,M,super ベースライン建築物の上部構造部に係る主要排出量 tCO2 
 
A-a）ベースライン建築物の基礎・地下構造部に係る主要排出量 

, , =  , , , , + , , , ,  

（式 26） 
記号 定義 単位 

EMBL,M,sub ベースライン建築物の基礎・地下構造部に係る主要排出量 tCO2 
EMBL,M,sub,i,cement ベースライン建築物の基礎・地下構造部で打設する仕様 iのコンクリートに使用す

る材料のうちポルトランドセメントの製造における排出量 

tCO2 

EMBL,M,sub,i,bb ベースライン建築物の基礎・地下構造部で打設する仕様 iのコンクリートに使用す

る材料のうち高炉セメント B種の製造における排出量 

tCO2 

 
A-a-1）ベースライン建築物の基礎・地下構造部で打設するコンクリートに使用するポルトランドセメン
トの製造における排出量 

, , , , = , , , × 0.8 × , ×  
（式 27） 

記号 定義 単位 

EMBL,M,sub,i,cement ベースライン建築物の基礎・地下構造部で打設する仕様 iのコンクリートに使用す

る材料のうちポルトランドセメントの製造における排出量 

tCO2 

VBL,sub,concrete,i ベースライン建築物の基礎・地下構造部で打設する仕様 iのコンクリートの体積 m3 
QPUi,opc 仕様 iのコンクリートを普通ポルトランドセメントで混練する場合の標準配合にお

ける単位セメント量（コンクリート 1m3あたりのセメント量） 

t/m3 

CEFcement ポルトランドセメントの製造に係る CO2排出係数 tCO2/t 
 
A-a-2）ベースライン建築物の基礎・地下構造部で打設するコンクリートに使用するコンクリート用高炉
スラグ微粉末の製造における排出量 

, , , , = , , , × 0.2 × , ×  
（式 28） 

記号 定義 単位 

EMBL,M,sub,i,bb ベースライン建築物の基礎・地下構造部で打設する仕様 iのコンクリートに使用す

る材料のうち高炉セメント B種の製造における排出量 

tCO2 

VBL,sub,concrete,i ベースライン建築物の基礎・地下構造部で打設する仕様 iのコンクリートの体積 m3 
QPUi,bb 仕様 iのコンクリートを高炉セメントB種で混練する場合の標準配合における単位

セメント量 

t/m3 

CEFbb 高炉セメント B種の製造に係る CO2排出係数 tCO2/t 
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A-b）ベースライン建築物の地上構造部に係る主要排出量 

, , =  , , , ,  

（式 29） 
記号 定義 単位 

EMBL,M,super ベースライン建築物の地上構造部に係る主要排出量 tCO2 
EMBL,M,super,j,cement ベースライン建築物の地上構造部で打設する仕様 jのコンクリートに使用する原材

料のうちポルトランドセメントの製造における排出量 

tCO2 

 
A-b-1）ベースライン建築物の地上構造部で打設するコンクリートに使用するポルトランドセメントの製
造における排出量 

, , , , = , , , × 1.0 × , ×  
（式 30） 

記号 定義 単位 

EMBL,M,super,j,cement ベースライン建築物の地上構造部で打設する仕様 jのコンクリートに使用する材料

のうちポルトランドセメントの製造における排出量 

tCO2 

VBL,super,concrete,j ベースライン建築物の地上構造部で打設する仕様 jのコンクリートの体積 m3 
QPUi,opc 仕様 jのコンクリートを普通ポルトランドセメントで混練する場合の標準配合にお

ける単位セメント量 

t/m3 

CEFcement ポルトランドセメントの製造に係る CO2排出係数 tCO2/t 
 
B）付随的な排出活動 

B-1）ポルトランドセメントの運搬によるベースライン排出量 
B-2）高炉セメント B種の運搬によるベースライン排出量 

 B-1) 及び B-2) の付随的な排出活動については、妥当性確認時に排出削減見込み量に対する影
響度を算定し、影響度に応じてそれぞれ以下のように取り扱う。  
④ 影響度が 5％以上の場合：モニタリングを行い排出量の算定を行う。  
⑤ 影響度 1％以上 5％未満の場合：排出量のモニタリングを省略することができる。ただし、
省略した場合は、妥当性確認時に影響度を算定し、検証時に当該影響度を排出削減量に乗

じることで当該排出量の算定を行う。 
⑥ 影響度が 1％未満の場合：排出量の算定を省略することができる。 

 ただし、複数のモニタリングを省略する付随的な排出活動の影響度の合計を 5％以上にしてはな 
らない（影響度の合計が 5％未満となるようにモニタリングを省略する付随的な排出活動を調整 
しなければならない）。 
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方法論 EN-S-40(ver.1.0)  
ポルトランドセメント配合量の少ないコンクリートの打設 

＜付随的な排出活動の算定例＞ 
 

, =  , , , + , , ,  
（式 31） 

記号 定義 単位 

EMBL,S ベースラインの付随的な排出量 tCO2 
EMBL,S,transport,cement ポルトランドセメントの運搬によるベースライン排出量 tCO2 

EMBL,S,transport,bb 高炉セメント B種の運搬によるベースライン排出量 tCO2 
 
B-1）ポルトランドセメントの運搬によるベースライン排出量 

, , ,=  , , × ( , , ÷ , , ) × , ,× , ,  
（式 32） 

記号 定義 単位 

EMBL,S,transport,cement ポルトランドセメントの運搬によるベースライン排出量 tCO2 
FPJ,transport,cement プロジェクト建築物の基礎・地下構造部及び地上構造部で打設する全ての仕

様のコンクリートに使用するポルトランドセメント（混合セメント含有分を

含む）を、ポルトランドセメントを製造した場所からコンクリート混練に使

用した場所まで運搬した際の燃料使用量 

kL 

QBL,all,cement ベースライン建築物の基礎・地下構造部及び地上構造部で打設する全ての仕

様のコンクリートに使用するポルトランドセメントの量 

t 

QPJ,all,cement プロジェクト建築物の基礎・地下構造部及び地上構造部で打設する全ての仕

様のコンクリートに使用するポルトランドセメント（混合セメント含有分を

含む）の量 

t 

HVPJ,transport,cement プロジェクト建築物に係るポルトランドセメントの運搬に使用した燃料の

単位発熱量 

GJ/kL 

CEFPJ,transport,cement プロジェクト建築物に係るポルトランドセメントの運搬に使用した燃料の

CO2排出係数 

tCO2/GJ 

 ポルトランドセメントの運搬によるベースライン排出量（EMBL,S,transport,cement）の算定に当たって
は、燃費法又はトンキロ法を使用してもよい。燃費法又はトンキロ法の詳細については「モニ

タリング・算定規程」の別冊を参照すること。 
 国内におけるポルトランドセメントの貨物車両による運搬において、運搬に係る貨物車両の最

大積載量が不明な場合は、当該貨物車両の最大積載量を 10,000kgとしてもよい。 
 QBL,all,cement、QPJ,all,cement は何れも、基礎・地下構造部及び地上構造部について仕様毎に算定又は
モニタリングされた量を合計して求める。 
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方法論 EN-S-40(ver.1.0)  
ポルトランドセメント配合量の少ないコンクリートの打設 

B-2）高炉セメント B種の運搬によるプロジェクト排出量 

, , ,=  , , × ( , , ÷ , , ) × , ,× , ,  
（式 29） 

記号 定義 単位 

EMBL,S,transport,bb 高炉セメント B種の運搬によるベースライン排出量 tCO2 
FPJ,transport,cement プロジェクト建築物の基礎・地下構造部及び地上構造部で打設する全ての仕

様のコンクリートに使用するポルトランドセメント（混合セメント含有分を

含む）を、ポルトランドセメントを製造した場所からコンクリート混練に使

用した場所まで運搬した際の燃料使用量 

kL 

QBL,all,bb ベースライン建築物の基礎・地下構造部で打設する全ての仕様のコンクリー

トに使用する高炉セメント B種の量 

t 

QPJ,all,cement プロジェクト建築物の基礎・地下構造部及び地上構造部で打設する全ての仕

様のコンクリートに使用するポルトランドセメント（混合セメント含有分を

含む）の量 

t 

HVPJ,transport,cement プロジェクト建築物に係るポルトランドセメントの運搬に使用した燃料の

単位発熱量 

GJ/kL 

CEFPJ,transport,cement プロジェクト建築物に係るポルトランドセメントの運搬に使用した燃料の

CO2排出係数 

tCO2/GJ 

 高炉セメント B種の運搬によるベースライン排出量（EMBL,S,transport,bb）の算定に当たっては、燃
費法又はトンキロ法を使用してもよい。燃費法又はトンキロ法の詳細については「モニタリン

グ・算定規程」の別冊を参照すること。 
 国内における高炉セメント B 種の貨物車両による運搬において、運搬に係る貨物車両の最大積
載量が不明な場合は、当該貨物車両の最大積載量を 10,000kgとしてもよい。 

 QBL,all,bb、QPJ,all,cementは何れも、基礎・地下構造部及び地上構造部について仕様毎に算定又はモニ
タリングされた量を合計して求める。 

 
 

６．モニタリング方法 

 
ベースライン排出量とプロジェクト排出量を算定するために必要となる、モニタリング項目及びモニ

タリング方法例等の一覧を下表に示す。プロジェクト計画書の作成時には、選択した算定式に応じてモ

ニタリング項目を特定し、実施規程（プロジェクト実施者向け）及びモニタリング・算定規程に従い、

モニタリング計画を作成する。モニタリング時には、モニタリング計画に従いモニタリングすること。 
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方法論 EN-S-40(ver.1.0)  
ポルトランドセメント配合量の少ないコンクリートの打設 

1) 活動量のモニタリング 
モニタリング項目 モニタリング方法例 モニタリング頻度 注釈 

QPJ,sub,i,cement プロジェクト建築物の基礎・地下構

造部で打設する仕様 iのコンクリー

トに使用する原材料のうちポルト

ランドセメントの使用量（t） 

 レディーミクストコン

クリート配合計画書及

び建築完了検査書類を

もとに算定 

検証申請時に 

1回 

 

QPJ,sub,i,slag プロジェクト建築物の基礎・地下構

造部で打設する仕様 iのコンクリー

トに使用する原材料のうちコンク

リート用高炉スラグ微粉末の使用

量（t） 

 レディーミクストコン

クリート配合計画書及

び建築完了検査書類を

もとに算定 

検証申請時に 

1回 

 

QPJ,sub,i,flyash プロジェクト建築物の基礎・地下構

造部で打設する仕様 iのコンクリー

トに使用する原材料のうちコンク

リート用フライアッシュの使用量

（t） 

 レディーミクストコン

クリート配合計画書及

び建築完了検査書類を

もとに算定 

検証申請時に 

1回 

 

QPJ,sub,i,lime プロジェクト建築物の基礎・地下構

造部で打設する仕様 iのコンクリー

トに使用する原材料のうち石灰石

微粉末の使用量（t） 

 レディーミクストコン

クリート配合計画書及

び建築完了検査書類を

もとに算定 

検証申請時に 

1回 

 

FPJ,sub,i,admixture プロジェクト建築物の基礎・地下構

造部で打設する仕様 iのコンクリー

トに使用する原材料のうちその他

の混和材の製造における燃料使用

量（kL） 

 燃料供給会社からの請

求書をもとに算定 

 重量計による計測 

検証申請時に 

1回 

 

ELPJ,sub,i,admixture プロジェクト建築物の基礎・地下構

造部で打設する仕様 iのコンクリー

トに使用する原材料のうちその他

の混和材の製造における電力使用

量（kWh） 

 電力会社からの請求書

をもとに算定 

 電力計による計測 

 製造設備の仕様（定格消

費電力）と稼働時間をも

とに算定 

検証申請時に 

1回 

 

EMPJ,chemigal,sub,i,admixture プロジェクト建築物の基礎・地下構
造部で打設する仕様 iのコンクリー

トに使用する原材料のうちその他

の混和材の製造における化学反応

による排出量（tCO2） 

 原材料の使用量と化学

反応式に基づき推計 

検証申請時に 

1回 

 

QPJ,super,j,cement プロジェクト建築物の上部構造部

で打設する仕様 j のコンクリートに

 レディーミクストコン

クリート配合計画書及

検証申請時に 

1回 
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方法論 EN-S-40(ver.1.0)  
ポルトランドセメント配合量の少ないコンクリートの打設 

モニタリング項目 モニタリング方法例 モニタリング頻度 注釈 

使用する原材料のうちポルトラン

ドセメントの使用量（t） 

び建築完了検査書類を

もとに算定 

QPJ,super,j,slag プロジェクト建築物の上部構造部

で打設する仕様 j のコンクリートに

使用する原材料のうちコンクリー

ト用高炉スラグ微粉末の使用量（t） 

 レディーミクストコン

クリート配合計画書及

び建築完了検査書類を

もとに算定 

検証申請時に 

1回 

 

QPJ,super,j,flyash プロジェクト建築物の上部構造部

で打設する仕様 j のコンクリートに

使用する原材料のうちコンクリー

ト用フライアッシュの使用量（t） 

 レディーミクストコン

クリート配合計画書及

び建築完了検査書類を

もとに算定 

検証申請時に 

1回 

 

QPJ,super,j,lime プロジェクト建築物の上部構造部

で打設する仕様 j のコンクリートに

使用する原材料のうち石灰石微粉

末の使用量（t） 

 レディーミクストコン

クリート配合計画書及

び建築完了検査書類を

もとに算定 

検証申請時に 

1回 

 

FPJ,super,j,admixture プロジェクト建築物の地上構造部

で打設する仕様 j のコンクリートに

使用する原材料のうちその他の混

和材の製造における燃料使用量

（kL） 

 燃料供給会社からの請

求書をもとに算定 

 重量計による計測 

検証申請時に 

1回 

 

ELPJ,super,j,admixture プロジェクト建築物の地上構造部

で打設する仕様 j のコンクリートに

使用する原材料のうちその他の混

和材の製造における電力使用量

（kWh） 

 電力会社からの請求書

をもとに算定 

 電力計による計測 

 製造設備の仕様（定格消

費電力）と稼働時間をも

とに算定 

検証申請時に 

1回 

 

EMPJ,chemigal,super,j,admixture プロジェクト建築物の地上構造部
で打設する仕様 j のコンクリートに

使用する原材料のうちその他の混

和材の製造における化学反応によ

る排出量（tCO2） 

 原材料の使用量と化学

反応式に基づき推計 

検証申請時に 

1回 

 

FPJ,transport,cement プロジェクト建築物の基礎・地下構

造部及び地上構造部で打設する全

ての仕様のコンクリートに使用す

るポルトランドセメント（混合セメ

ント含有分を含む）を、ポルトラン

ドセメント又は混合セメントを製

造した場所の何れか遠い方からコ

 燃料供給会社からの請

求書をもとに算定 

 重量計による計測 

検証申請時に 

1回 
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方法論 EN-S-40(ver.1.0)  
ポルトランドセメント配合量の少ないコンクリートの打設 

モニタリング項目 モニタリング方法例 モニタリング頻度 注釈 

ンクリート混練に使用した場所ま

で運搬した際の燃料使用量（kL） 

FPJ,transport,slag プロジェクト建築物の基礎・地下構

造部及び地上構造部で打設する全

ての仕様のコンクリートに使用す

るコンクリート用高炉スラグ微粉

末（混合セメント含有分を含む）を、

それを製造した場所からコンクリ

ート混練に使用した場所まで運搬

した際の燃料使用量（kL） 

 燃料供給会社からの請

求書をもとに算定 

 重量計による計測 

検証申請時に 

1回 

 

FPJ,transport,flyash プロジェクト建築物の基礎・地下構

造部及び地上構造部で打設する全

ての仕様のコンクリートに使用す

るコンクリート用フライアッシュ

（混合セメント含有分を含む）を、

それを製造した場所からコンクリ

ート混練に使用した場所まで運搬

した際の燃料使用量（kL） 

 燃料供給会社からの請

求書をもとに算定 

 重量計による計測 

検証申請時に 

1回 

 

FPJ,transport,lime プロジェクト建築物の基礎・地下構

造部及び地上構造部で打設する全

ての仕様のコンクリートに使用す

る石灰石微粉末（混合セメント含有

分を含む）を、それを製造した場所

からコンクリート混練に使用した

場所まで運搬した際の燃料使用量

（kL） 

 燃料供給会社からの請

求書をもとに算定 

 重量計による計測 

検証申請時に 

1回 

 

FPJ,transport,admixture プロジェクト建築物の基礎・地下構

造部及び地上構造部で打設する全

ての仕様のコンクリートに使用す

るその他の混和材（混合セメント含

有分を含む）を、それを製造した場

所からコンクリート混練に使用し

た場所まで運搬した際の燃料使用

量（kL） 

 燃料供給会社からの請

求書をもとに算定 

 重量計による計測 

検証申請時に 

1回 

 

VPJ,sub,concrete,i プロジェクト建築物の基礎・地下構

造部で打設する仕様 iのコンクリー

トの体積（m3） 

 建築完了検査書類で確

認 

検証申請時に 

1回 

 



 

20 

方法論 EN-S-40(ver.1.0)  
ポルトランドセメント配合量の少ないコンクリートの打設 

モニタリング項目 モニタリング方法例 モニタリング頻度 注釈 

VPJ,super,concrete,j プロジェクト建築物の地上構造部

で打設する仕様 j のコンクリートの

体積（m3） 

 建築完了検査書類で確

認 

検証申請時に 

1回 

 

 
2) 係数のモニタリング 

モニタリング項目 モニタリング方法例 モニタリング頻度 注釈 

CEFcement ポルトランドセメントの製造に係る

CO2排出係数（tCO2/t） 

 一般社団法人セメント協

会が公表しているセメン

ト品種別インベントリデ

ータを利用 

検証申請時にお

いて最新のもの

を使用 

※1 

CEFslag コンクリート用高炉スラグ微粉末の

製造に係る CO2排出係数（tCO2/t） 

 公益社団法人土木学会が

公表しているインベント

リデータを利用 

検証申請時にお

いて最新のもの

を使用 

※2 

CEFflyash コンクリート用フライアッシュの製

造に係る CO2排出係数（tCO2/t） 

 公益社団法人土木学会が

公表しているインベント

リデータを利用 

検証申請時にお

いて最新のもの

を使用 

※3 

CEFlime 石灰石微粉末の製造に係る CO2 排

出係数（tCO2/t） 

 公益社団法人土木学会が

公表しているインベント

リデータを利用 

検証申請時にお

いて最新のもの

を使用 

※4 

HV PJ,sub,i,admixture プロジェクト建築物の基礎・地下構

造部で打設する仕様 i のコンクリー

トに使用する原材料のうちその他の

混和材の製造に使用した燃料の単位

発熱量（GJ/kL） 

 デフォルト値を利用 検証申請時にお

いて最新のもの

を使用 

 

CEF PJ,sub,i,admixture プロジェクト建築物の基礎・地下構

造部で打設する仕様 i のコンクリー

トに使用する原材料のうちその他の

混和材の製造に使用した燃料の

CO2排出係数（tCO2/GJ） 

 デフォルト値を利用 検証申請時にお

いて最新のもの

を使用 

 

CEFelectricity 電力の CO2排出係数（tCO2/kWh）  デフォルト値を利用 検証申請時にお

いて最新のもの

を使用 

 

HV PJ,super,j,admixture プロジェクト建築物の上部構造部で
打設する仕様 j のコンクリートに使

用する原材料のうちその他の混和材

の製造に使用した燃料の単位発熱量 

 デフォルト値を利用 検証申請時にお

いて最新のもの

を使用 

 

CEF PJ,super,j,admixture プロジェクト建築物の上部構造部で  デフォルト値を利用 検証申請時にお  
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方法論 EN-S-40(ver.1.0)  
ポルトランドセメント配合量の少ないコンクリートの打設 

モニタリング項目 モニタリング方法例 モニタリング頻度 注釈 

打設する仕様 j のコンクリートに使

用する原材料のうちその他の混和材

の製造に使用した燃料の CO2 排出

係数 

いて最新のもの

を使用 

HVPJ,transport,cement プロジェクト建築物に係るポルトラ

ンドセメントの運搬に使用した燃料

の単位発熱量（GJ/kL） 

 デフォルト値を利用 検証申請時にお

いて最新のもの

を使用 

 

CEFPJ,transport,cement プロジェクト建築物に係るポルトラ
ンドセメントの運搬に使用した燃料

の CO2排出係数（tCO2/GJ） 

 デフォルト値を利用 検証申請時にお

いて最新のもの

を使用 

 

HVPJ,transport,slag プロジェクト建築物に係るコンクリ

ート用高炉スラグ微粉末の運搬に使

用した燃料の単位発熱量（GJ/kL） 

 デフォルト値を利用 検証申請時にお

いて最新のもの

を使用 

 

CEFPJ,transport,slag プロジェクト建築物に係るコンクリ

ート用高炉スラグ微粉末の運搬に使

用 し た 燃 料 の CO2 排 出 係 数

（tCO2/GJ） 

 デフォルト値を利用 検証申請時にお

いて最新のもの

を使用 

 

HVPJ,transport,flyash プロジェクト建築物に係るコンクリ

ート用フライアッシュの運搬に使用

した燃料の単位発熱量（GJ/kL） 

 デフォルト値を利用 検証申請時にお

いて最新のもの

を使用 

 

CEFPJ,transport,flyash プロジェクト建築物に係るコンクリ

ート用フライアッシュの運搬に使用

し た 燃 料 の CO2 排 出 係 数

（tCO2/GJ） 

 デフォルト値を利用 検証申請時にお

いて最新のもの

を使用 

 

HVPJ,transport,lime プロジェクト建築物に係る石灰石微

粉末の運搬に使用した燃料の単位発

熱量（GJ/kL） 

 デフォルト値を利用 検証申請時にお

いて最新のもの

を使用 

 

CEFPJ,transport,lime プロジェクト建築物に係る石灰石微

粉末の運搬に使用した燃料の CO2

排出係数（tCO2/GJ） 

 デフォルト値を利用 検証申請時にお

いて最新のもの

を使用 

 

HVPJ,transport,admixture プロジェクト建築物に係るその他の
混和材の運搬に使用した燃料の単位

発熱量（GJ/kL） 

 デフォルト値を利用 検証申請時にお

いて最新のもの

を使用 

 

CEFPJ,transport,admixture プロジェクト建築物に係るその他の
混和材の運搬に使用した燃料の

CO2排出係数（tCO2/GJ） 

 デフォルト値を利用 検証申請時にお

いて最新のもの

を使用 

 

QPUi,opc 仕様 i のコンクリートを普通ポルト  プロジェクトにおけるポ 検証申請時にお ※5 
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モニタリング項目 モニタリング方法例 モニタリング頻度 注釈 

ランドセメントで混練する場合の標

準配合における単位セメント量

（t/m3） 

ルトランドセメント調達

先事業者が所属する生コ

ンクリート協同組合等に

よる標準配合表をもとに

算定 

いて最新のもの

を使用 

QPUi,bb 仕様 i のコンクリートを高炉セメン

トB種で混練する場合の標準配合に

おける単位セメント量（t/m3） 

 プロジェクトにおける高

炉セメント（あるいはポル

トランドセメント）調達先

事業者が所属する生コン

クリート協同組合等によ

る標準配合表をもとに算

定 

検証申請時にお

いて最新のもの

を使用 

※5 

※6 

CEFbb 高炉セメント B 種の製造に係る

CO2排出係数（tCO2/t） 

 一般社団法人セメント協

会が公表しているセメン

ト品種別インベントリデ

ータを利用 

検証申請時にお

いて最新のもの

を使用 

※7 

QPUj,opc 仕様 j のコンクリートを普通ポルト

ランドセメントで混練する場合の標

準配合における単位セメント量

（t/m3） 

 プロジェクトにおけるポ

ルトランドセメント調達

先事業者が所属する生コ

ンクリート協同組合等に

よる標準配合表をもとに

算定 

検証申請時にお

いて最新のもの

を使用 

※5 

 
＜※1＞ 

 2015年 11月 9日現在で最新の値は、セメント協会『セメントの LCIデータの概要』（2013年
7月 22日）掲載の 0.7643tCO2/t（原典では 764.3gCO2/kg）。 

＜※2＞ 
 2015年 11月 9日現在で最新の値は、土木学会『コンクリート構造物の環境性能照査指針（試
案）』（コンクリートライブラリー125、2005年）掲載の 0.0265tCO2/t（原典では 26.5kg-CO2/t）。 

＜※3＞ 
 2015年 11月 9日現在で最新の値は、同上書掲載の 0.0196tCO2/t（原典では 19.6kg-CO2/t）。 

＜※4＞ 
 2015年 11月 9日現在で最新の値は、同上書掲載の 0.0161tCO2/t（原典では 16.1kg-CO2/t）。 

＜※5＞ 
 標準配合表に単位セメント量が記載されていない場合は、水セメント比及び単位水量から算定

する。 
＜※6＞ 



 

23 

方法論 EN-S-40(ver.1.0)  
ポルトランドセメント配合量の少ないコンクリートの打設 

 標準配合表に高炉セメント B 種を使用した場合の配合が記載されていなければ、普通ポルトラ
ンドセメントを使用した場合の配合における水セメント比及び単位水量に基づき、水セメント

比を普通ポルトランドセメント用の値から 5％ポイント減じて算定する。 
＜※7＞ 

 2015年 11月 9日現在で最新の値は、セメント協会『セメントの LCIデータの概要』（2013年
7月 22日）掲載の 0.4441tCO2/t（原典では 444.1gCO2/kg）。 

 
 

７．付記 

 
 本方法論を適用する場合には、経済的障壁を有する蓋然性が高いため追加性の評価は不要とする。 

 
＜本方法論に基づくプロジェクト登録とモニタリング・認証のタイミングについて＞ 

 本方法論に基づくプロジェクトに関して、Ｊ－クレジット制度実施要項（Ver. 2.2）3.1.3の「② 
平成 25年 4月 1日以降に実施されたものであること」という要件は、「プロジェクトの建築物
が建築基準法第六条第一項の規定による確認済証の交付を平成 25年 4月 1日以降に受けている
こと」と解すものとする。 

 本方法論に基づくプロジェクト計画書の妥当性確認申請は、プロジェクトが建築基準法第六条

第一項の規定により確認済証の交付を受けた日以降に行うことができる。プロジェクト計画書

の「４ 排出削減計画」に記載する認証予定期間は、建築確認済証の交付日から対象建築物の

竣工予定日までとする。 
 本方法論に基づくモニタリング報告書の検証申請は、プロジェクトが建築基準法第七条第一項

の規定により検査済証の交付を受けた日以降に行うことができる。モニタリング報告書の「2.1 
認証対象期間及び過去の認証状況」に記載する認証対象期間、及び「2.2 本報告において認証
を申請する期間」に記載する認証を申請する期間は、何れも建築確認済証の交付日から建築完

了検査済証の交付日までとする。 
 本方法論に基づき計画・登録されたプロジェクトにおいて、排出削減量のモニタリング・算定

とそれに基づくクレジットの認証は一度しか行われ得ないこと（認証対象期間・認証申請期間

は建築確認済証の交付日から建築完了検査済証の交付日までの 1 期間しかあり得ないこと）に
鑑み、本方法論に基づくプロジェクトに関しては特例として、①プロジェクト計画書の妥当性

確認申請及びモニタリング報告書の検証申請、②プロジェクト登録申請及びクレジット認証申

請――をそれぞれ同時に行うことも可とする。 
 
＜妥当性確認に当たって準備が必要な資料一覧＞ 
必要な資料 具体例 
適用条件1及び2を 
満たすことを示す 
資料 

・レディーミクストコンクリート配合計画書及び建築確認書類（確認済証を含む） 

・ポルトランドセメントの製造に係るCO2排出係数の根拠文書 

・コンクリート用高炉スラグ微粉末の製造に係るCO2排出係数の根拠文書 
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・コンクリート用フライアッシュの製造に係るCO2排出係数の根拠文書 

・石灰石微粉末の製造に係るCO2排出係数の根拠文書 

・その他の混和材の製造における燃料使用量を示す燃料供給会社からの請求書 

・その他の混和材の製造における電力使用量を示す電力会社からの請求書 

・高炉セメントB種の製造に係るCO2排出係数の根拠文書 

 
＜方法論の制定及び改定内容の詳細＞ 

Ver 制定／改定日 有効期限 内容 
1.0 H25.XX.XX ― 新規制定 

 

 


